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あ，児童福祉施設における給食部門は必らずしも満足す

べき状況ではなく一． その改善が欠し1く望まれてきたが，

44隼に行ろだ給食部門，主≧して績食管理，緯食設備に

関する調査結果で凱早急な改善を必要どする課題参多

い；とが分っ准。

けれども近隼の日本の蔽成長とと軽，社錦祉に

蜻雛論の麺の増大，’1廠の拡充，強化等ぬっで

かなり「の前進がみられたのではないかど考え，・同』じ調査

即、駆って・、152年締勲羅をし煙で・興壱こつ

い騨検討曽9・嬰響告す祝…
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第2表一3　精薄施設の性格（収容児）（計181ケ所）（％）

第14集

人数区分1公：喜Ir私，享』卜
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計 100・oい00・oい00，0

ついてのみ報告する。対象施設あ性格についでは第2蓑

の通りであるo　 ．　r・ド　）、、 ．　1

皿　結果およぴ考察

年齢区分　公立1私
・一・・歳未満1φ［

・～ 2』』卜6・・『1
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不明・ 卜届1』
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　1』5対象施設め性格

　保育所は通園施設であるがら一般に昼食とおやつのみ

を供与 しているが・養護及び精薄雄設は廻童の収容施設

聯から三倉と間食撃与し給勉軍要騨畷重
いo

　（1プ収容人員・

　対象施設の収容人員は第2表1～3のように保育所で
は， 参私立と吟，睾1～60人，，§！～90人，9工～120人を収容

のものが多く，合せて公，私立とも72％前後を占めiζい

る。公立では61ん90人の施設ぷ33％で最も多く，私立ぞ

は三つの群が略々同率で24％前後と肩を並琴ている，

　養誰，精薄では，いずれ も90％前後が100人以下の施

瓢2・・糊上の破容趣ま鋤て少ない・施設の収
容人員は前回の調査にくらべ1全股的に箸闘な変化はみ
られない。

　（2！㌧年齢構購，
、

鱒所では衛私立とも，免～5就が多いの断雍
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態勢が進められているのに拘らず今回の調査結果にはそ

れがあまりあらわれていない虚これは保育所の回収率が

極めて琿かったこと， 殊に大都市の保育所の回答が少な

かったことなどに主因があるのではなレ》か≧考えるじ
瓦

　養護，精薄施設ではともに児童の年齢範囲が広く，幼

児から青年期まで第3表2ん3の比率セ発布びで蔚る

が，；れは略々前回と同じで南る。

　2．　給食部門の構成

　（1）給食部門の所属　　　　　ド　　　．　　　　‘

　給食部門の管理体制はと乏めらてい右ぞあろうふ。ま

た前回の調査からの8年間醜設の変化に対応 してづ そ

れにふさわし恰理的・騨鯵変化力歎らされ硬
あろ与か・第4表1～3によって検討し七みたレ・。

保育所，養護，精薄ともに記蔵なしが非常に多く全体
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山内他 3－1児童福祉雄殺にお畝ぞ籟食に？レ・て

r第4表一1保育所給食部門の所属（％） （ぷ
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載なし」が高い上に「2カ所以上に所属』しているとか

ンr所属がぱウぎりし棲レ勺等の施設も相当みぢれる，ごど

を考えると，給食部門は今も尚施設あ中で日の当らぬ部

隈あ祉こ赫多く縁た1 関係職即醗屹齢
ので幡なかろうかと考える詑
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　なお，回容蒙をまどあれ虐保育所では施設喪直属が約

捲，腺蘇統務碗駕私立に直属力書訟並鮪系

統がφや多噸向に嚇臨鉾r砒較底み・祉公立
では庫属から保育，又は癖務系統ぺと少し翁づではあ1る

が移っているのではないかと思われるも ∫書壌、1』・ぼ

lil養護施設廼は私，！公立ともに直風が1多〆ぐ，1それぞれ

50，1毎1．3％を｛占め，一二次》1～廼事務系統となな姦でレyる敏 ㌧剛1

・．
薄施設では私立は直属が1公立は察務系統がやや多

》㌔ひ＝・．款㌧1『諮∫1ごタ∵こSい5r昌・一1 了『【一＼・』ll“’・lllノ
こi

　44年と比較すると， 調査の数字にあらわれた限りで嫡

謀鰍の公立で頗属醸少して保蘇統敷養護耗蒲
薄では保育系締が減少して華勝系統卜ξ礁恥で嫉酪うが

移っているようである。　　　　　　　　　　　 　Fき

害ユ． 繭に総べた趣之題騨する命懸統と箪の1

嘩の明確化・、閻聯螺鍵攣純概騨聯の
聴向上等により隙即騨騨と篠能鋤向上を

　はがる」』 この、ようllこ西紬傘部門き嘩善するためには語こ

の舗も鰍の鹸壁群し奪嘱糊靴嘱α
当る部門にまで引Lヒ賦裁津どヵ1必要であろう ゴ♪ll5i曇

　適属砿る…か・越嚇値れかの部門に所属さ、せるρが

一よいが， iまた所属させるど畝ばどの部門が1よ1い・かな

　翫総合鰍謙か嚇勲）姑、雌部騰自・岬贋の

1醗も蝋つつ・更瞼 曾る轡鞭9U
③　給食責任者　　　　（生 『’…〆証　　 　』講帆
保育所＝給食貴任者は蓉し、私立と1も調理節である場禽

が多く，それぞれ4L46％となゆ』て喚る冨；1次い薄施設長

又嫉栄養士で13％内外σ、∵ド㌧1 誤国 、三 ：☆ヌご・いヂ計1

　こ、れを前回の調査成績に塊較す多為保母毒前哩㊧絶

以下に落ちている 5ごとであう。：ぽた前廓曝声栄養勲韓給

食責任考で訪うのは公立では24％で保畢の25％霧滋褒静
，

かづたが， 今回の調査で妹そρ形に低下hてめう壕1護の1、

理由として備所の鱒鰍である市町村の騨瞬；11
所属している燃士の指獣ゆだ樋鰍力激鯵翁塑1
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第5表　給食責任者及び献立作成者（％）

給

食

資

任

者

献

立

作

成

者

栄　　養』1 士

調　理　　師

保 母

施　　設 長

客つ以上の職種

そ　 の．
他1

不 明

保　　育　　所 養　護　施　設

昭 和52”年

公立1私軒勅
　　　　昭和52年・
昭和44年
　　 i公立1私立1平均

昭和44年

精　薄　施　設

　昭和52年
　　　　　　　昭和44年公立1私立†鴨

37．0

13．0

16，7

13．0

7・・14・・1 5・511
7・・

．4・411・・gI7・611

13・すトー1－1－II 5．5

13，0
・6・・1・6・・1巧・・II 8・71

計

栄　養

・1…915・411

訓iliiにili圃団lli綜圓 32・gl83ユ176・8179。gl
53．7

調　理 5』6

保
24，1

r施　設』 9・3いい置61・，
311

一・8・互12・21
2・31呵

0

・7。4

そ　　のr 7．4

不 1．8

計

＊ 2つ以上の職種はその他に含めた。

こと。・また一般に栄養土の勤務年限が短く， 小児の給食

に習熟するまでに到らないことなどがあげられよう。

　何れにしても肉体的健康は勿論， 入間形成の基幹であ

る園児の食生活について，行政側の協力， 、園長，栄養士，

保母が一体となり改善，充実させるこどが望ましい。

　養護施設：公， 私立ともに栄養士である場合力ζ多いの

は当然であるが（40勿以上〉調理師が担当する揚合も公

立37，私立19％と次いで高い。

施設長が給食黄任者になっているのは私立には10％程

度あるr汎公立は少ないび・

　44年に比較すれぱ栄養士の給食資任者は前回より15～

20％程度増加し1保母が5 ％程度少なくなっている。

　業務の性格上当焦のことといえよう。

’・ 薄施設ξ精薄施設セは栄養士が担当している場合が

更に高率で1・公立では％を，・私立では形め施設を占めて

レ・る。

次いで調理節，施設長の順泣であるが，公，私立とも

13％， 8％と両者大体同率で，保母の揚合は極めて少な

いo

　前回の調査と比較すれば，栄養士の責任者が大幅に増

加したこと・保母が非常に少なくな？たζと，、調理師は

前回同椥3雛横ばヤ・であることなどで南る動

　精薄施設に栄養士設置が大幅にふえたこξ 韓， これが

給食業務の充実をうながし，園児の健康増進に役立っこ

とは大なるものがあると考え姿。．

　（3）献立作成者　　　　　
、．

　戸．1

　保育所＝献立作成は公立では栄養士が，私立では調理

師が担当する施設が多く， 39， 35％であった。・ま．た担当

者がはっきり 決まっておらず，保母又は調理師等2づ

以上の職種のもので受持っている施設も10％程度みられ1

た。

前回との比較では栄養士が担当する施設が公， 私立と

もに大輻に増加し，保母の担当が8％前後に落ちてい

る。
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山内他＝』児童福祉施設瞳おけ為績食について

　餐護施設シ精薄施設F3 共に栄養士が献立作成殖当る施

設が最も多いのは当然で，前者65％，後者80％前後を 占

めていた。これは前回の調査に比 し25～鈴％の増加で給

食部門の前進であろうず．1粋、．

・ド他の給食漿務と同様保母の。献立；担当者嫉養護珍％前

後il 精薄β％前後に減少し頂い多ひ．1』ぐ♪・．一　

　献立担当の栄養土は専任か兼任かを夢てみ拳ξ・・ヤ・ず

れも80％が働で10％鰍幣牌｝ll塑吻i∫雛
なし」，で効た・、

’児童④収容施緯矯為るから薄任の有能な栄養士が一日

．も早く各施設にみ準されるよう煕わされるぴ
、、

（璽鐸担当者り獅　牢、
　保育所＝調理に当る職種は殆ん1どが調理師または調理

人，域いは調理師と試一トのお手伝いとの組合せで，1瀧

回の調査のように保母が調理に卯わ多例嫉樫めて少な

いo

、然し少数例で髄翻緯轡岬務員とパートリ

人で謁犀に導って稜る例もみら塾た。

丁聯詩作麟卵に上手麟醸カミ下手ではそれ
力肇しになる昌，レ；調理者騨の巧拙！；ヤ∫鰹

は左右される。

　園児にとって食蛮がおいしく瓠楽しくたべ られるよう

に，栄養や調理に獲する知識と経験，給傘昏の意欲あ苓

醗調理者の育麟望訓い・，、、

　養護施設；施設め給食，特に調理作業に栄養士が加わ

っている場合，また栄養士の参加がなく保母が加わって

y・る笏合，騨理師、謝理く等持サです争揖食皆犀分して

みる沸曝似 匁な麹饗嘆駅壱堺邸輝
に参加し叫 琳雌畢参却堕鯵倉砥
私立とも20％余にみられた咲

・第6表へ輝響填当聯種，（％》

　　　　　騨蝋鰍　㈱施設
、’“P 1容』淋 1網弄下酉

・不。餅．β・・「石「齋「珊「鶯gl石

　　計［1・…1…ρ、19俳・1脚14・伊・【1・・，・1・㈱

』施殺長の参加嬬煎回ρ調査で嬬みら燕なかρた菟≧で

日本経済の高度成長のなめ嬬人手不足で，ト調理要員噂労

働条件が悪いので，補充しにくかったためであろゑか。・

　（6）収容施設における調理担当者数．・

収容施設レごおける調理樺員は何繊ウ騨飾うう

か吻翻騨φ灘謬潮憾員鋳腱勉，、熟
郷葛・ 職場り獺気等嘩馨婦“1吻輸で挙菱
鰍r曝槻期ゆゆ？て蝸零昂うカ・嘩誰
施設についてみてみた。　昌 ナ、・一、

べ・ r、 ズ、こ冠

　第了表　養護施設に於ける調理担当者数＝ （％）『　1ぞ

収容数（人） rO』～5α　ll51：・～ 10α1

専任＋兼任（ム1傷隔隔舗1矧鞠

　1　十．』111㌦

lt2

1・L到！

2 十 1ご

バ・ll2＋、72～10ゴ 函卜5・9ド刺豊
5『二．　　4．6　　ビ．

1・，⑪「丁「』

卜3

P3・十．E　1↑．

・4

す

くい’

r6

・．〔779

不

・⊂、

…調翻ゴ
国I　　　　I

＋、L2－7611…1416r …1こ3・7
、．1二d・3・61叫12P・・4L1・』22・・125’4

＋1痙…！ll L311・。1
3甲・71・｝

真，β1．β・Q5・9、‡8P，41

＋； 』・1

1：』～二，」卜：』 ／1　　2甲41

q・ 1’七へ†・卜12；4卜
マ［『i二　　』》ンー一11／』　1一 ∫乱一

』蕩二＞、ぐユ！1＄1 ・1・15．9つ・L3玉、

明江、f｝9、111・4，31・3i・15』91 f3』41・12三・

樋卿ll聯爾岡噸

精薄施設 ii公立の施設に栄養士の参加する割合が高く

48％程度で調理師，1調理人だ嫉の場合は極め．て少ない。

　施設長の参加は公立貫％f；私立20％程度にみられた。1

　　　　　　　7』／　■ 1’』iに　 　、　 ，　■■』　　 　 　　　 　　』』 ！い■ 　

一ごめ調査結果をみると第．7表のよ』うであるる・

」UO1人以上の施設は例数茄少ないのでこれを除いてド

100人以下の施設のみにつ／碗℃蓑示」したよ1』∵［，1』“』二

　50人までの施設では専任者2，専任者2＋煎任者～1声、

専任者3と婚う六数が合せて60％を占めて鮫たがrこの中

でも特に公立でほ乞久（27．1％）が私立ではr3｛人（25。3％う

が多か軍たも 詫r』こ、’“1、＝’き ∵　　 ｝・、．． 塁∵，iし丸1烹汰

　51 飽100人の施誰では専任者4人が公∫ 1私立とも最・も

一41一
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多くゴ 次いで8人が公立35．3，1私立14．6で多からた。し

かし対象数が少ないのセ今後の研究にまたなけれぱ壕ら

ない。

　3，献立の作成
　（工） 何を参考壱こして作るカ・1一」・

　献立作成ほ給食の支柱となるもめそあ畜上に，椙当の

労力と時間を要するものであるがら』施設でなどのよう

にして作成しているか，また興味や苦労，己どんな苦労が

あるかについて答えて貰った。

　先ず何を参考にしてつくるか。』

第8「表　献立作成上参考にしているもの

つくるさ 過去の献立をくり返し使っているなどの回答が

多かづた。 り
』（2）

献立の栄養価計算

　各栄養素，殊にビタミソや無機質の徹量栄養素は不足

しやすいので，時涛計算してみることが望ま し“が計算

がわずらわしいので，．果して各施設ではどめように栄養

価計算を行なづているかについて答えてもらったし

鋸9表1栄養価計箕（％）

翻鱗／16・gl ・9．1

綱献立38・11蹴

・創・レ義2卜包9

lL2／1・31盆9

記入・なし1・1・・1 ［・酢5 1 1・3、9

　いずれの施蔑に於ても本または雑誌によるものが多い

が，特に精薄施設及び私立の養護施設に於ては本忙たよ

るものが多く，60～80％に達している。利用してレ．・る本

または雑誌は「食生活」r栄養と料理」「集団給食献立』．

等が多くこれらは前回と同様であった。1

　しかし今向の調査では新ら．しく NHKの「きまうあ料

理」1が登場してきた。これはテ．レビを通して実際に視覚

鰻訴零て＠指導の為醗のテキろ．トなので，それぞれの専

門家が誌礎的な調理法なども含めて，頓広く具体的に指

導されている。 単に本だけでな く各施設で給食従事者に

テ1レゼを活用して勉強する工央がなされれば技術の向上

は勿論視野を瓜め給食意欲を高めるのにむ効果がある

と考える。　1昌迄・綾㍑　，・　　　r r二 （．r

　この他養護施設， 保育所では丁献立力謡ド」，丁指導を

受ける」が多くヂまた保育所では公訴私立・と、もに各施設

が協力して共同献立もつくられている（35％ 前後）。し

かし，精薄施設では従来通り本や経験をたよ一りに独自に

1饗24欝多1饗灘講卜鴨舗

していない一1 』を6 1”
してヤ｝る18亀・I　g1，31 97・2

不　・朋　
・r

13・6　軌6
計1 ・・軌・1…i・11・伍・r

栄肇価計算をする聞隔

1保（夏9）所難鮒1精醗誰

症日 17・② r42…r郵
・週柵1住7 1 ・441％
・・ケ別　1俄813砿7［2％
そ・の 他14i／11λ81・1肌8・
不 明［軌2 13・61ぴ6

計［・・砿・11・軌・1・・砿・・

　栄肇餌計算をしてい蓼い施設は3％前後で牝殆んξの

躍では栄獅講を “鴨と答えていた・

こ卿海日している処は陣所頬多』箪 繍
施設で40％あまり，次いで1ヵ月単位でしている処が多

く，保育所で18％，養護，禰で3吻前後とな寂い

た。．

　大体1声月の場合は1～ 3回が多く，1特に1ヵ月1回

⑩白問の荷重平均栄養量を出す施設が多くみられた。

　1前直ゆ調査曾比較ずれぱ像育所では夫体向様な傾向を

示し，1騰護，、’精薄ではともに1週間が減少して， 前者で

璽毎貝魁後者では 1力厚単呼参増卯していた。

　（3）計算している栄養素

　献立作成に当って栄養成分の計算はどれぐらいの栄養

素についてなされるかを聞いてみる と第10表のようであ

？た。

　栄養素の計算を2又は3大栄養素だけにしぼっている

処と，ゼタミソ， 鉄， カルシウム等の微量成分まで行な

っている処の2つに大別すると保育所，養護，精薄とも

にビタミソ，或いはビタ．ミンと鉄5、ビダミソとカルシウ

一42一



山内他疵兇童福祉施設におげる給食紅づいて

1，第10裏で計算し《いる栄養素r（％） 』フ1愛・1応ト、1鑑

ご 』　　　　 丁■

，，

熱量『
一即　o，◎や、年』　　　　　。～

熱鍛・蛋白質
⑱β、苅1，1忽4

熱趾。蛋白質9脚駿・、，、．、
、、三9τ4遇胴臥4

灘敢蛋鹸囎脚噸言 γ 1．2　28．6　1。1

蜘蝋舶嚇継 ゆ、い＄6「薙9
盤欝即旨肪燦ミソ！，1巨51列・ト2314

熱鱒娩ビ4翼』ICa』n一 ・7，4 ・i・
そ肖、，　Fγ〃ン1ζ㌔置，， 、縄 レまb「唖
簿、、　．入　漢　・レ 「乖「λ7
　　　　　計隻・㌧

　　　　　　　　　し　ト　　　・l　l

11・σめ両随・

：「i
1 め， 次いそ10日晦が25％前後であ！みた縁煙欄の

　　　紫イ執45唄蝋う鱒魑程臨この他季鞭
　　　醸癬醗の翻廉昏よ凋｛み鯵駕・
　　　　　樋間また緬騨鮫及初撫1醸』能率継

　　　iく掲ためには 2翻脚サイクノレで肋月を作るのカ1

　　　　騨餌なかろ．うか・㌧：．lil

　　　　購雛灘灘灘竺や鰍

　　　　…傭所では灘織に嚇翻る耳苦労が多いが
　　　　謡白い」と答えたもゐは醜を鱗rあまり餅がな

　　　　 い」と答えなものは僅か娯事6％Kすぎなかったらi我

ム謬外マ，と銑痂シウ岨で講．して騒鱒，築

駆，，保育甦購騨は卸％が・麹鰍壱よ菟まで

が後者に属していた。

ぐ磁の日廊蝕滋こは醸臆ま鰍》るりで諌

徽が栄蘇鞍合い’し繍その代醸（補臓）な

ども作成して使いや外づく 拠扇のであれば灘
憶蛋蝋脂肪蝿、こつレ即あまり擁質レご計恥㌔

ずとも，蓋輩にぴどぐ外れる心配はないが，微致成玲比

飽継礁、』鞭蝋鱒勲郷地廼も真。日に

嬉酒郭 タも惣警尋，黙セ職≦ 遡・櫛ろ
う・ 　マ・、L－』・二、．級、．踏、：慧

“ar”∵・
，．一（動何月分Φ趣享蓼？ 蓬う々きこ』二1ヴ、

．、

、騨所型ま19、険舶離翠た騒処鰍静≦・・㍉
約半数を占め，・次いで1カ月分歪？り彬誰だ麹40髪煮な

っていた。　　　．　　　・ 技
』：ゴ武ご

一．』

壮冷

灘裏鷲認灘瓢1選1讐轡

、鯉棄 熊晦擁嚇問題点など（％）
寸．n　，ゑ ．ll・』隔醇癖）騰欝諦／罐蓼叢）

あ欄購い

興、味力秘司

菅労多噛白いい学ず4r厩丁亙

i：1毛！6 こ／・一
9・てトジ・‘・諏

25；3
　，、 ’9．1』』い． 33ゴ2’

苦，乳労1があ．’司齢1・9・6 16．6

記㌔入、， な・r、し．、 7、・5・亀 2・21←
、毛・7

』ト 1感09y10㌧卜100∫Qと

陀蕩謂 1・発蕩婆講慢擾夢需

　　　　　　　　　　　　　　・／　L7

蛮・，き醐．ト，2，81二・ 55i・二：・｝r死

薪卜。1二52．6〔・「司2514

醐分卜自　4・・r爾コ［亙
ぞ．乙の他訓4が　鰍 1一 ・2・・

綜r苦労が多い」と叡塵勢響撫嗜解
睡頒する・と、r解を衆猶勲鯵！’煙」妙・

不、」　明
0、

n　計 100・0…∫ ／ 10σ30し 100，0

総喫飴の側簡題があ翠鱗鰹主鰻騨3
た。

撒及傭離設さは構労が多⑳霊融い翼魂

羅籍1饗鰍轡た㌻嘩糊7
毒蒙り 麟蜘・4．鹸細嚇』諭艇

らずそあったが，1・「苦労がある」とするものはユ8％前後。

1そφ恥はr年齢の開き淋きい」暦塵問聯
1噛保酬1くらべて騨成が頓広く乳か？麺
iら蜘て生活しそ晦収容鰍飾多力轍立轍欄
麹当者の苦労は保育所に騨べて大きレ・む…嚇あろ

う。

康轡強鯉轡懲麹1郷轡φ
　（6）栄養基準にっいセ1』駅∴r 』蕉ら1⇔ぐ嬉瞭 ｝ぐ ：・1の

　厚生省基準に三群とも7σ％以上の・施設が従ら七塗る

繍臭ll決り哩？懸il精驚懲
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第13表　苦労の内容（％）
設では40％程度であづた。これを44年と比較すれば三群

窓も利用率嫉低下し，特に精薄施設では45％，養護施設

では25脇灘奪摩・
不キ今ミル4は品質，栄養成分からいって脂肪こそ殆

んどないが，鹸の蛋鹸，カルシウ噸であるからも
ら一と利用・したい⑰である。・

第1暖スキムミノレクの使い方（％）

第越表　栄 養　基　準 （％）

記 入なし1・2・5F3・6 1・。5

　　計　r1・…11・6，・1 1・・．・

とれ醐年嘲鱗敷◎べて締所は繭鞭あ
るが，養護，精薄委は独自に決めている園が

前回より
12・亀5・8裡麟く額ている・

』（7）食構成殖づいて

餓成を作つてい喬かど伽こづゆ略蘇翻
では決めてい妙澱が76・3％と極靱多く！嬢搬
農灘艘瀞薄施設古噸セている蜘

第15表・食・構 成

　　　

　～

飲
庸昭和52年

隆鑑罫1懲翻隔欝設

28・・14・7巨7，・

・飲　用！、料理用

44年129・412ナ，6・ド5・，b

52年1166・ぬ9・2「蕊

漱用傑子用

44年168・・15。・・137．b

52年唇・312』・『3．6

料　　理　用

44年い・8L型2・2
52年1。卜4L21 34，2

44年1。・1 い3・β／＄6

料、理．菓子用＿5蔓L型．

　　　　　　　姻

　　　2・gl』 ρ
1・5 卜6・gl

2，2

瑚
Lgl ・1 0

o

幽響・鞍・1禦・
決めていない

作 一’逃．呵

記入ガし 1
言十

r76・3上迎上44，2
1α 卜．つ1　1，1

1　0 　　　5，5
レ100・0 「．1001D l100．0

その使い方は保醐， 繍鰍では，飲用料理用澱
も多く66％，45屠す餐謹施設では料理用で41％，』飲用と

して用いる施設は15％程度しかなかった。　　 　ズ
　こ静を44年の調査と比較すれぱ，保育所は殆沁ど便い

鍛畿魏’1㍉織締ともに飲喚

　5。研修会，謙習会への出席

保育所，養護施設，精薄施設ともに給食関漂職員あ研

修には臨させており・、咄職な同、ξ嫡鰍鄭

第1了表、、スキムミルぞにつし・て（％ジ

　各施設の実惰に則した使いやすい食構成を？くってお

くことが・搬のバラソスのとれた識立を簡単磯率

的につくるための難であろう拷える。，

4・スキムミノ咳について

スキムミルクは保育所では使用している施設が85％，

いない施設が13％と利用率は高いが，養護施設，精簿施

いない

使肌て昭和52年1

いる

記入なし昭和52年1

1径鵡騰嘉騰馨）
』

昭和52亙函・ 51・8／卜5雛

嗣蝋 2・312軌3仁：・↓81

昭和5凋 8引7卜4臥4 1、、4軌8

昭穂年／ 9叫17砿71で8εZ
昭和鯛 λ8・ n　L81蚊
昭穂年卜 軌6一 ・1　・

一44一



山内他葦児童福祉施設にお嫉る給食にりいて

郷みたなかった・旨。　パrrさ．　謡、』
蠕す研修劔細騨ブやク牙Il堺童騨韓

給養函係研修会，県甫府等主催のもの，保鰹所主催卓）も…

の，1栄養士給食部会，調理師研修会等で， 新らしく一あげ

られたも璽琳偽墾轡クた㌧
、．．、、

瞬移藤岬轡功ミ多ゆ㌃膵畝奮麟し
碗昇lr麟磯5鯛聯ク1繁畷璽
で7鰹・鱗鞭で1挙5、甲吸酬・・75窄＄9％娘

マて呼・ピ臥訊．台・．く響 ドゲ 1卜、』個湯ド： し

、、幡購の麟購鯉騨興木導轡腿脚
機会が少ない。今少し揖輩暴り嘩曝誉撃ま巽㌣2ミ冠画、：

（ξ）．1 綿傘諌傭蓼登盟些．1 』ll‘1』ヒi 1』｝，餌1・レ』1“1∴づン

　萎孟、萎匙屋rマ「・二，台庫調理機・・さ食畢消璽聯 準麹用冷

蔵碓等集団給食施設に必要な機械，器具は前吋脚糞暢≦

危苓て調半木僻箏星費牲“ミ覧脚翼f遜だ、茸鰹申に

熟 、鵜、で軽醐趣融懲舛寒馳勉恥
　第18裏　研修会への出席の有無と串席すう團数 （彩）

　　　　』 1、径轟鵠・翻繋摺欝繋）

第19表　給食設備及び器具∫（％）』

1　　　 1　　　　［　　　　鵬 甲一

識．埋念，整9臨6・．・i；91382・gl

配．1膳 台～、？81．915・．3 8餅7・
6絃3「

瞥細1・マ ’卜27・913・お・生61

1ノ影クサ」153．3と23・・12・滲・＄31

毒ノレ角釜1ト綱翻
・ξ417、3「

フライヤーll921．7…1．3・511釧2甑31

オーブ：ソ国箪鯉［璽

　　　　ll屡蕩翻嘩難i蕩）饗灘霧）1

冷．藏
庫團・43，3茎1・ρ・・17軌31雨

食講器1，二59．4D・6、9…82町31爾1鋼

ガスレジジ69，51341，61182’3115β…L型』

』禺・、 摩』す 』る 』1』 鄭』lll 二藪「，

響々㌣卜聡卜著・
　　1翫1』』1、‘ l』「爾じ10⑭r「llヌ09・1り，・

・4173「遍

丸

1釜1卜56，21辮46・3・4宥・i鋼

釜155・坐48・3…47・7147・・X59レ17卜筆6

、・γ2ト極7贈描61て411g卜46・司β彰り

3ん5
1甜1511し136・4メ13き・51鋼1『4・カ

　　　　　　　　　　　　　セド　　　　　　　　　　　。』 鉱9
、

§’、串，＼

讐
凸i6ん 國β1陀gレ 』叫・1・21。ご・9・ll

迦

宏殊に冷蔵庫嫉前回はこiれを持たな漸》施設が半数を超え

ていたが今回の調査でぱ殆んど充足されている蚕 ㌧・、、『

i・殊樟収容施設では江OQ％以上備えられて，業務用ド家

庭用の二つ以上備えている施設も多い。食難消毒機は精

薄施設廼は97％ど殆んどの施設で備え， 最も低賑保育所

毎も半数璃上が備えている6ぞ』いゴ　＿　・ 罫ン察
　（2）　是非ほしい器具　　　　　　　　　　　　　　　、　一一』㌧

峨各施設に是非ほしい器具を尋ねた処避その回答は第20

表のようであった。

1．r：　 1、～1 iり＊i鵜用59三1％』』＊業務用74・0％

　　　　〔．，，1、｝』輝用騨％～雑聯9％

保育所では食滞滴毒機が第1位で18』5％養護，1精薄

鰍㊥贈ブソ葱移lr保育齎購寧理麺が1
嫌％とむブソに瞳畷撃ミあった・譜の他樽冷

灘，食織齢，露洗灘など当然必要だ凋麹
るものが躍猟ており便に調醒嚇え聯き1為い

奉麺堺畷臭殖馴望蜘畜・、1　・5 …

　Vまとめヒ．l　l∵　ill　掻

われわれは競福祉施設における給働轄・ 勉ぎ
跡．ワたいと考え注として纈鯉鶴舗セも？いi

て・．騨娩52年の、郷わなつて麟鯉こ㍗てi

調査したr、

　その績果をまとめるξ

①，二纈部門の所属棚蔽妙鰍力霊多く綴聞にi

対する答えが記入さ襖いない漸属がセ婆つ き特な
い，・2つ以上の部門噺属している婬9騨が39触

上砿ら静・施設の癌蹴難ゐ臓各蔀妾婆』
絡，Fl調整，1意見の交流などが円滑に砧うでいないの奪は1

な那かと懸念される。基本的な所属の間題と共に洛施設
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第20表　 是⇒ド｝ましい器具．（％）
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1 　　　　1鮪所養謹施設麟鰍
・：1食綿」融’

r』オ 』一ブ…／116…∴13，6． ［ユ3。11

一’ミル・ク ミキサ←・』1 ・8・・’・㌧1』

』・Lフ ヲ P仁ヤー 卜・6；叫瀾1甑4
∵大塑 冷1・蔵庫〆㌧ ㌧41・∫1・期 匝51
ジ』配1』 膳∴

台1㌧・ll
・3161・ ∫L司

』ミ勘鯛釜卜・218・一1
・ガ ズ！レ・・γジ ∫1・3し6r・砿6／／ 3…

㌧特・ト轟ゆ← 」：応・1肱3rヤ
翫・

喰器保 管庫 卜・2刈7．31i，「r

熱風鞘： 毒機1！卜2ポ8r卜1・ ．1、

洞’㌧㌧；転∵釜卜2ド・1卜｝鉱

・・7魚 l・磯1』♪剛r・1・6／・1：㌃217 1・

野轍鑓膨 ・1・2 『1…
冶泌調・理機

1卜・・16・1・し二5・・『／5．8、

・冷裸 冷蔵恥卜』・釧・鷲・ヨ

ミなキ1∵搾［』r
／11 L6”　3．・

』1 一調㌧：ド理い7 　　砿・『
・，漁しa∫溜槽斗餌・1甑8・レ

卜
』』蕉1』細∵棚

、

嶺 IL4ド
岬 f甑1ヤ ：ll！盤㌃砿・い・・1

む　し』慕1』1 ・・6
1・2騨7 ［・，6

炊　飯　器　1・司　　　　　　　　　　ll・一恥』㌧工π［1

箕一．…、薄　　　1臥7ε2養．藏’轍1／4・81　氏8

トースター 釧．1
312　一

1』、劃1 』1

ザ娼庫』1風6㌔

』ガ、猟鰍将2r』［1よ2．
食 器収・納』蕉レφ 匝巳

設

絵　　湯 機 α・ll

・洗・r米・機・ 』121・ r』14t・
回、　転． ／ 14，・

にあさやしい位置が，検討される些要が訪る。　㍗

　』匂 飾回の調李では監 給食査任考や献立作成考に藻母

郷つや翻跡多麹たカ㍉』今回の葎では，僻
施除いて麟士が当るよらになった施灘多ぐ師

・た・それ脚曙即専門頒を活かし，嘩摩淋
旨くはかれるよ一うな脚轍れう幸堺． 業鞭即
確立もなざれなければならない。

　③　給食調理には，保育所でほ殆んどが調理命が当っ

ていた・収容澱では躍師調黙だセゆ瘍舘痂

絵箏轡轡鱒秘場令が遡％に

ま嫡識潮騨当翻合も2曜前敏保翻・．5
％ンみられた。 調理要員の確保と翻疎巌給食改善のため

壷ご是非必要脅おる。1　』　　　　　 1』　　』㌧

　望） 卯容施設におけ資調理担当者数は何人が適当であ

るか蜘概にはいえないか1・挙護鰍における欄査成

績では50人までは公立2人』私立3人，51～100人では

公〆私立とも4人が第1位で3人が公立35私立15％と

なっていた。　 　　　　ノ．、

　璽、」獣立作成には前回同禄本，雑誌，献立カード等の

利用が多かったが，保育所，r養護施設（公立）では特定

鯛り麟観50㌣70％と多かっ為・

　精薄施課では前回同搬繹験を孝よりに独自につく

る管過去の献立のくり返し等の向答が多かづた乙NHK

l「・ぎょう』ゐ料理」を利用して》・る施設も多いので，テレ

ビの活用 も考えてよいのではなかろう，かρ　驚・・、

．，⑥馳の栄翠獅馳省騨鯉いて㌧）櫛幣
大部分⑱0～70勿）で誌らたが1収容施設でほ別に決め’

てレ～る施設が前薗よゆふえて…き禿，1』ll＝

⑦研修会、講習会外は殆んどの苑設で出庸させておi
り！、

し勘と咳回禅3働禦勉寿・締所職
員が収容施設の職員より出席回数が多O・。　　　ド［

③　調理室の設備，r盟具は前回の調査時より大幅に充1

足し，特に冷蔵庫は殆んど100％に，ナ食器消毒羅は公立

では保育所が59％，養護82％，精薄97％と 大暢に備え付

け㌧られていたα　、

⑨と是非ほしい暴具は食器消灘機が第工位で18．5％，、 ・、

次いでオーブソ，食器保管庫，、食器洗源機と な丈づ1でい

た。　　　　　　　　　　　　　』一ほ！．「．芦：ii．：

』r 本研究に対し日本児童福祉給食会の御協力を厚く感謝

する。
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